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世界最高重心エネルギー７TeV での 

陽子―陽子非弾性散乱の散乱断面積測定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜本 文＞ 

・スイス・ジュネーヴ近郊にあるヨーロッパ共同原子核研究機関セルンでは、世界最高

重心エネルギー7TeV で陽子―陽子衝突実験を行っており、その結果の一つである陽子―

陽子衝突による非弾性散乱断面積の測定結果が 9 月 6 日の Nature 誌に掲載されました。 

・この陽子―陽子衝突による非弾性散乱断面積の値は、第一原理からの算出可能では無く、

新しいエネルギー領域に踏み込み、新しい物理を探求する第一歩とみなす事が出来る重要

な測定です。 

・断面積はエネルギーの増加に伴い緩やかに上昇します。これは、陽子がエネルギーとと

もに緩やかに膨張していることを示しています。 

・過去のより低いエネルギーの測定結果から推し測り、順調にデータが取れている事、今

後、新エネルギー領域での多くの実験結果を出し、素粒子物理学に新粒子存在の有無など

の新境地を切り開く事を示唆しています。 
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 ＜概要＞   
スイス・ジュネーヴ近郊にある欧州合同原子核研究機構セルンにおいてラージ・ハドロ

ン・コライダー (LHC Large Hadron Collider)のアトラス実験で世界最高重心エネルギー

（７TeV）での陽子―陽子非弾性散乱の散乱断面積測定を行いました。この結果は陽子が

エネルギーとともに緩やかに膨張していることを示すとともに過去のより低いエネルギ

ーでの測定結果から推し測り、順調にデータが取れている事、今後、新エネルギー領域で

の多くの実験結果を出し、素粒子物理学に新粒子存在の有無などの新境地を切り開く事を

示唆しています。 


